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研究成果の概要（和文）：　本研究の究極の目的は，教員の給食指導に必要な力量形成を行うことが食育の充実と継続
に重要であることを提起するとともに，教育課程上特別活動の範疇に入る学校給食に関する内容を教職関連科目の一環
に位置付けることである。上記の目的を達成するために今回は最初のステップとして，教員養成大学における特別活動
関連科目における学校給食の扱いの現状を調べた。さらに，教員養成段階で押さえるべき内容を栄養教職員，学級担当
教員，教員志望学生を対象にしたアンケート調査を参考に検討した。これらの結果を踏まえて，特別活動関連科目にお
ける学校給食を扱った授業を考案した。

研究成果の概要（英文）： For fullness and continuation of nutrition education, to perform a teacher's 
ability formation is an important matter. In order to position the contents about the school lunch in a 
part of a teaching profession related subject, two researches were conducted.
 Since the school lunch entered under the category of special activities, the existence of the learning 
of the school lunch in the special -activities related subject in a teachers college was investigated. 
And the consciousness of the nutrition teacher, the homeroom teacher and the student of the teacher 
training course was investigated to clarify knowledge necessary for instruction of the lunchtime. Based 
on these results, the lesson regarding the school lunch in the special -activities related subject was 
devised.

研究分野：家庭科教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 食育基本法の制定以降，小学校の食育は
徐々に定着しつつあり，食育を扱った研修を
取り上げる学校が当初に比べると減少して
きている。このような現状を鑑み，新任の教
員が教育現場において食育の必要を理解し，
指導力を養う機会がこれまでと同様に得ら
れるか，疑問を抱いた。小学校における食育
は教職員全員で取り組むべきものであり，給
食指導は学級担任の仕事とされていること
から，給食の時間が食育の絶好の機会である
ことを教師一人ひとりが理解し，指導に必要
な力量を備えていることが要求される。 
学校給食は小学校の教育課程上，特別活動
の範疇に入る。給食の時間は標準授業時数に
含まれないので教育課程に位置付けられた
教育活動ではないかのように受け取られ，単
に食事を提供すればよいと誤解されがちで
あるとの意見もある。学校給食は望ましい食
習慣の形成を図る「生きた教材」であり，教
員各位の理解が必要であることから，学校給
食に関する指導が教員養成において必要で
あると考えている。特別活動に関する科目は
教育職員免許法上，教職科目の中で必修科目
として扱われているが，その内容については
言及されていないことから教員養成段階に
おける学校給食の扱いについては不明瞭で
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の究極の目的は，教員の給食指導に
必要な力量形成を行うことが食育の充実と
継続に重要であることを提起するとともに，
給食指導に関する内容を教職関連科目の一
環に位置付けることである。現行の小学校教
員養成課程における食育及び給食指導関連
の扱いは，教員各人の意思に委ねられており
大学により各様である。食育の「生きた教材」
である学校給食は特別活動の範疇に組まれ
ているが，単に食事を提供すればよいと誤解
している教員もいる。教員予備軍に必要な指
導を行わなくして，食育の充実と継続は難し
い。 
上記の目的を達成するために今回は最初
のステップとして，教員養成大学における現
状把握に努めた。さらに，教員養成段階で押
さえるべき知識を栄養教職員，学級担当教員，
教員志望学生を対象にしたアンケート調査
を参考に検討した。これらを踏まえて，特別
活動関連科目における学校給食を扱った授
業内容を考案した。 

 
 
３．研究の方法 
(1) 教員養成大学における指導の実態 
特別活動関連科目のシラバスを教員養成大
学（国立）のホームページから検索し,給食
指導の扱いの動向を調べた。学校給食を取り
上げている授業担当者に，教員養成における
給食指導の扱いに対する考え方をインタビ

ューした。 
主なインタビュー内容は，給食指導を取り
入れられた理由，指導内容の詳細，特別活動
に関する科目の中で一般に学校給食が扱わ
れていなことに対する考え，教員養成のうえ
での食育・学校給食に関する指導に対する
先生の考え方等である。 
 
(2)栄養教職員，学級担当教員，教員志望学
生を対象にしたアンケート調査 
 
① 栄養教職員を対象にした調査 
 C県に勤務する栄養教職員を対象に2012年
5月に，集合法により実施した。主な調査内
容は，学級担当教員に知っておいて欲しいこ
とと，学級担当教員に指導して欲しいことで
ある。有効回答数は 81 人（全員女性）でそ
のうち 68 人は小学校に勤務するが，他の 13
人は教育委員会や特別支援学校等の勤務で
あった。 
 
② 学級担当教員を対象にした調査 
A 県及び B府下の教員を対象に，2012 年度
後半期に留め置き法により実施した。主な調
査項目は，児童の生活習慣や身体状況で気に
していること，給食にかかる時間，指導して
いる内容，栄養教職員に指導して欲しい内容
である。有効回答数は 86 人（男性 29人，女
性 54 人，無回答 3 人）で，教員歴は 5 年未
満が 29.1％，５～10 年が 12.8％，10 年以上
が 53.5％であった。 
 
③教員志望学生を対象にした調査 
国立系教員養成大学２校の学生を対象に
2012年７月と10月に集合法により調査した。
有効回答数は 253 人（男性 112 人，女性 141
人）で，2 回生が 62.5％，3 回生が 32.0％，
4 回生が 5.5％であった。調査内容は，将来
教師になった際に給食の時間に指導したい
内容の他に，学校給食に対する体験・印象，
給食指導に対する考え方である。 
 
４．研究成果 
(1) 教員養成大学における指導の実態 
ホームページの検索結果等より，H大学とS
大学の2大学が，特別活動関連科目の中で学校
給食を扱っていることがわかった。 
H大学では，授業科目名「特別活動論」にお
いて食物学の教員が3回分を担当していた。
「食育と学校給食，学級活動」を主題に，文
部科学省の「食に関する指導の手引き」の内
容を中心にした授業展開であった。 
S大学においては，「特別活動の理論と実践」
の授業の中で「食育と給食指導」の主題で，
科目担当者自身が授業を行っていた。インタ
ビューのなかで，学校給食を取り上げる必要
性に対して以下の回答を得た。「給食指導が
子どもたちの『育ち』をみとる場であること。
そして，教師と子どもの信頼関係を築く場に
なる。そこで，粗末な給食指導が学級崩壊状



態につながりかねないことなどから，給食指
導における教師の力量は無視できない面があ
る。」 
これらの調査を通して，特別活動関連科目
においては，食育と結び付けて学校給食が扱
われていることがわかった。また，給食指導
については，給食指導を通して児童の規範
意識を高めることが学級全体のルール作り
につながることを強調して扱う必要がある
ことがわかった。 
 
(2) 栄養教職員，学級担当教員，教員志望
学生を対象にしたアンケート調査 
 
① 栄養教諭を対象にした調査 
 「学級担当教員に知っておいて欲しいこ
と」については，食文化や栄養などに関する
知識よりも安全・衛生・健康や食事の仕方が
優先されていた。「学級担当教員に指導して
欲しいこと」の中で上位にあげられたものは，
｢学級担当教員に知っておいて欲しいこと｣
とほぼ同傾向で，「給食時間の衛生」や「好
き嫌いのある児童への対処」，「『いただきま
す』『ごちそうさま』の意味」など，安全・
衛生や食事の仕方であった。また，「指導す
る必要はないが知っておいて欲しい内容」に
は，「食物アレルギー」「食中毒」「やけど・
ケガの対処」「咀嚼の意味」などがあげられ
ていた。 
 
②学級担当教員を対象にした調査 
児童の生活習慣や身体状況で気にしてい
ることについては，偏食の回答が最も多かっ
た。給食にかかる時間については，片づけの
時間に学年間で差が見られたが，配膳 15 分
程度，食事 24 分程度，片づけ 6 分程度であ
った。約 40 分の給食の時間を 8 割はちょう
どよいととらえているが，低学年にとっては
短い様子が伺えた。 
指導している内容及び栄養教職員に指導
して欲しい内容の結果を先の栄養教職員を
対象にした調査結果と比較すると，栄養教職
員がクラス教員に期待し，実際に学級担当教
員が指導している内容は，給食時間の雰囲気
作り，食事時の姿勢，給食着の役割，手洗い
の仕方，給食時間の衛生，安全な配食の仕方
で，衛生や安全に関する内容であった。栄養
教職員が望む以上に学級担当教員が指導し
ている内容は，後片付けと給食の仕事であっ
た。学級担当教員が指導している以上に栄養
教職員が指導を望む内容は，食文化・食品・
調理に関する内容や，食事マナーであった。 
 
② 教員志望学生を対象にした調査 
学生の学校給食に対する体験・印象の調査
結果を図１に示した。給食指導を受けた経験
がある学生は４割弱であることが確認でき
た。 
図２の学生の給食指導に対する考え方を
見ると，給食指導に対して全体的には積極的

な姿勢がみられたが，５割強の学生が給食指
導を学級担当教員の仕事と認識していない
ことがわかる。また，８割弱の学生が，大学
における給食指導に関する授業を希望して
いることがわかった。 
図３に示した学生と教員の給食指導で「指
導したい」・「指導している」内容を調べた結
果を見ると，学生のポイントが高かった内容
は，「いただきます・ごちそうさまの意味」「栄
養バランス」「手洗いの仕方」「箸の持ち方」
「給食時間の衛生」であったのに対して，教
員は「食器回収の仕方」「ゴミの分別」「指
示されたルールに従った残飯処理」の後片付
けに関する内容が上位３位までを占め，その
あとに衛生に関する内容が続いていた。これ
らの結果から，学生と教員では重視する内容
に違いがあることがわかった。図３に示した
本調査の教員の結果を日本スポーツ振興セン
ターの調査結果１）と比較すると，日本スポー
ツ振興センターの調査において指導傾向が高
かった内容は，基本的な食事のマナーや身支
度や手洗いなどの衛生に関することと，偏食
や感謝の気持ちなどで，低い傾向にあったの
は郷土料理や伝統料理，地場産物，食品の栄
養であった。これらのことから，本調査の妥
当性が確認された。 
給食指導の内容に対する学生と教員の考
え方の違いを傾向的に把握するために，指導
内容をグループ化して学生と教員間の違い
を調べた（図４）。「安全・衛生」について
は学生と教員ともに指導を重視する傾向に
あり，両者間に差は認められなかった。「栄
養」「食品・食文化」については１％の有意
水準で，「食事の仕方・マナー」については
５％の有意水準で差が認められた。特に「栄
養」と「食品・食文化」については教員より
学生の方が指導を重視していることがわか
った。「後片付け」についても１％の有意水
準で差が認められた。「後片付け」は教員が
もっとも重視している内容であるが，学生は
「安全・衛生」「栄養」「食事の仕方・マナ
ー」に比べると，「後片付け」を軽視する傾
向にあることがわかった（表１）。６分程度
＊の間に片付けを済ませるために，後片付け
に必要な指導が重視されている様子が伺え
た。*:学級担当教員を対象にした調査結果より  
以上の結果より，給食指導の内容に対して
学生と教員の間でずれが生じていることが
確認できた。 
学生と教員の両者が重視していた安全や
衛生に関する具体的な指導内容を見ると（図
３），両者ともに得点が高かったのは「手洗
いの仕方」と「給食時の衛生」であった。学
生は「食中毒」や「食物アレルギー」などの
知識を必要とする指導内容をあげているの
に対して，教員があげていた「安全な配食の
仕方」や「料理のよそい方」は，具体的な内
容であることから，教育実習の事前指導や実
習中において指導するほうが適切と考える。 
 



図１ 教員志望学生の学校給食に対する体験・ 
印象 
 

図２ 教員志望学生の給食指導に対する考え方 
 
 

図３ 学生と教員の給食指導で指導したい・して
いる内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注）値は，「熱心に指導したい・している」を２点，「指導したい・してい
る」を１点，「指導しない・していない」を０点とした際の平均値±標準偏
差 

＊＊:ｐ＜.01 ＊:ｐ＜.05 

図４ 教員志望学生と教員の給食指導で指導した
い・している内容グループによる比較 

 
 
表１ 教員志望学生及び教員の内容グループの多

重比較検定の結果 

水準１ 水準２ 学生 教員
栄養 - **
食事の仕方・マナー - -
食品・食文化 * **
後片付け ** **
学校給食の仕事 ** **
食事の仕方・マナー - -
食品・食文化 ** -
後片付け ** **
学校給食の仕事 ** -
食品・食文化 ** **
後片付け ** **
学校給食の仕事 ** **
後片付け - **
学校給食の仕事 ** **

後片付け 学校給食の仕事 ** **

安全・衛生

栄養

食事の仕方・マナー

食品・食文化

 

Fisher の最小有意差法による。 
＊＊：ｐ＜.01 ＊:ｐ＜.05 

 
(3)教員養成段階における学校給食に関する
授業案 
 
 教員を目指す学生が教育実習の事前指導
を受ける以前に学校給食の必要性や役割等
について理解する時間を提供するとともに，
安全や衛生に関する知識を習得する必要が
あることが今回の一連の研究より明らかに
なった。 
安全と衛生に関する知識は，調理実習を行
う家庭科にも通じる内容であることから，小
学校教諭免許状の取得に必要な家庭科関連の
科目で扱うことも想定できる。安全について
は特に食物アレルギーを扱う必要性を痛感し
ている。平成24年12月に児童がアナフィラキ
シーショックの疑いにより死亡した事故の発
生を受けて，文部科学省をはじめ各自治体も
独自のマニュアル作りを進めているが，教員
養成段階においても扱うべき内容であると受
け止めている。授業にはNAASH独立行政法人日
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きちんと給食準備に関わった

残さず食べていた

小学生の頃のような給食が食べたい
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先生が給食指導をしてくれていた
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すごくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない

全くあてはまらない 給食がなかった 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

衛生指導を行うことは有効的である

給食開始・終了時の挨拶はきちんとしたい

人間関係を築くことができる

協同性を身に付けることができる

班を作って給食を食べさせたい

給食の中で食育を行っていく必要がある

栄養指導を行うことは有効的である

残食はなくすべきだ

大学の授業の中に給食指導に関する授業があると良い

担任よりも栄養教諭や学校栄養職員が給食指導を行えばよい

給食時間は教師が口出しせず、自由に食事をする時間である

給食を早く済ませて自分の事務作業時間にあてたい

給食時間は子どものことを考えず食事を楽しみたい

好き嫌いに口出ししたくない

明確な給食指導計画を自分なりにもっている

すごくあてはまる あてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答
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→指導を重視学生 教員

学校給食の仕事 

後片付け 

食品・食文化 

栄養 

安全・衛生 

食事の仕方・ 
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本スポーツ振興センター制作（2011年）のDVD
教材「学校の管理下における食物アレルギー
への対応」や，2013年2月21日放送のNHKクロ
ーズアップ現代「続発するアレルギー事故 学
校給食で何が？」も有効である2)。 
学校給食の必要性や役割等については，先
に想定していた特別活動に関する科目で扱う
ことにより，給食が特別活動の一環であるこ
とへの理解が深められると考える。図５に，
特別活動関連の授業における学校給食の授業
内容案を示した。指導内容のなかでも特に力
を入れたい点が最後の「給食指導と学級経営」
である。東京都教育委員会が教員志望学生を
対象に作成したハンドブックの中に「給食指
導といった日常的な指導の中に，子供たちの
規範意識を高めるポイントがあります。この
積み重ねが学級全体のルールづくりにつなが
ることを認識しておくことが大切です。」と，
給食指導が学級運営と食育の両面にとって重
要であることを明記している。このような意
識を，教員養成にかかわる者が認識すること
が，食育の継続と充実に繋がると考える。そ
のためにも，給食指導が学級担当教員の仕事
であることを，教員養成段階の特別活動に関
連する科目を通して重々認識させる必要があ
る。 
学級担当教員が給食指導として実際に指
導している配膳や後片付けに関する内容は，
教育実習の事前指導やこれに続く本自習，そ
して教員になった際に受ける初任者研修で
扱うことにより実践力が身につく内容であ
ることから，「授業」→「教育実習」→「初
任者研修」に至る一連のプラグラムとする必
要があることが本研究を通して感じた。 
 
図５ 特別活動関連の授業における学校給食の授

業内容案 
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